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第 1章 2012 年度「地域学総説」の挑戦 
 
 地域学総説は試行錯誤を重ねながら授業として,さらに研究の場として形を整えていった。たとえ
ば,2011 年度は 2 部構成で,第 1 部では「地域学の視点」と題して,『地域学入門』の執筆者 6 名が
『入門』で提示した地域学のエッセンスを語った。第 2 部では「歴史性とつながりの回復」という
テーマを掲げて 6 名の講師が論じ,総括して,新たに「歴史的視点」を加えることができた。学部の












たとえば,2011 年度は,北海道 1 名,東京 2 名,熊本 1 名である。聴衆のなかには,様々な形で地域に
取り組む実践者や行政の方もあり,充実した質疑応答となった。講演終了後にも,講演者,市民や学生
を含めて,くつろいで意見交換できる場を設けた。 
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１ 柳原邦光・光多長温・家中茂・仲野誠編『地域学入門―〈つながり〉をとりもどす―』,ミネルヴァ書房,  
2011 年。 
２『日本ボランティア学会 2013/2014 年度学会誌（終刊号）』, 2015 年 3 月 25 日。なお,巻末の「資料集」には学
会の設立趣意書をはじめ,活動歴,学会誌の総目録などが掲載されている。 






・内山節（哲学者,立教大学大学院 21 世紀社会デザイン研究科教授） 
「自然について考える—『文明の災禍』ということ—」 
・新妻弘明（東北大学名誉教授）「地域とエネルギーから現代文明を問い直す—震災を体験して—」 
４ 現在,農山漁村文化協会から『内山 節著作集』（全 15 巻）が刊行中である。 
５ 内山節『文明の災禍』,新潮社, 2011 年,参照。 
６ 新妻弘明『地産池消のエネルギー』,ＮＴＴ出版, 2011 年を参照。 










美『群言堂の根のある暮らし しあわせな田舎 石見銀山から』（家の光協会, 2009 年）がある。松葉さんにつ
いては,森まゆみ『起業は山間から―石見銀山 群言堂 松場登美』（バジリコ, 2009 年）,柳原邦光「松場登
美さんの仕事に学ぶ」,『地域学論集』第 7 巻第 1 号（2010 年）を参照。 
１１ 大塚愛「国が守ってくれないなら,親が子どもを守るしかない―福島をのがれて,岡山に生きる」,『日本ボラ
ンティア学会 2013/2014 年度学会誌（終刊号）, 2015 年, 22‐26 頁。 
１２ ウオルター・アイサード『地域科学入門(1)』,大明堂,1980 年,参照。 
１３ 湯浅正恵「日本ボランティア学会が解散して考えたこと」,『日本ボランティア学会 2013/2014 年度学会誌（終
刊号）, 87‐93 頁。 
 
（2015 年 6 月 5 日受付，2015 年 6 月 11 日受理） 
